
 

 

 

 

 

 

  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標  生き生きと学び 力いっぱい活動し だれとでも仲良く 

学校だより ８月号 

市田っ子 
令和２年７月２９日発行 

熊谷市立市田小学校 

花と笑顔とあいさつ 「ありがとう」いっぱいの学校 
市田小ＨＰ http://www.ichida.ed.jp/ 

 

 

 

作戦１：「生活表を作って、生活リズムをしっかり守る。」 
  ＊生活リズムでは、起床時刻や就寝時刻を決めて守ることが何より重要です。 

 

作戦２：「片付けや整理整頓をする。（学習の構えをつくる）」 

  ＊勉強に向かう構え（基）が大切です。服のぬぎっぱなしや物の使いっぱなしは、家でもNGとしてください。 

 

作戦３：「ゲームやインターネットの時間を減らす。」 

  ＊「ゲーム脳」という言葉があるように、脳が空想の世界に冒されて、現実との区別ができなくなってしまったら大
変です。時間を減らして、けじめがつけられるようにしてください。 

 

作戦４：「様々な「ふれあい」の時間をつくる。」 

＊虫取り、星の観察などの「自然とのふれあい」、お手伝いや散歩などの「家族とのふれあい」、伝記や絵本などの

「本とのふれあい」。こうした「ふれあい」は、子供の心を豊かにし、多面的なものの見方ができるようになります。 

 

作戦５：「自主学習に取り組む。」 

  ＊夏休みだからこそできる、充実した内容の自学に取り組ませてください。 

（例）・日本の長い川ベスト１０ ・「おもしろかった・楽しかった」という言葉を使わない日記 等 

目標へがんばる力（子ども）と待ってほめる力（大人） 

 

 まず、保護者の皆様におかれましては、コロナ対策でスタートした令和２年度前期前半、あらゆる面でご

理解、ご協力いただき感謝申し上げます。また、８月より３週間の夏休みがスタートしますが、引き続き新

型コロナウイルス拡散防止と、有意義な夏休みの過ごし方についてお願い申し上げます。 

 ところで、今月２３日（金）に東京オリンピックの開会式が行われる予定でしたが、新型コロナウイルス

の感染拡大により１年後の開催になったことはご存じのことと思います。今、その関係で、多くのトップア

スリートがメディアを通じて、延期についてのコメントや自粛時のトレーニングについて発信しています。

私は、「今、この時期が試合だと思って、どれだけ耐えられるかが勝負」とコメントした卓球の張本智和選手

と、「陸上競技を続ける意味や、引退したときにどのように陸上競技に携わるか」とコメントした陸上競技

の桐生祥秀選手が気になりました。 

 今、目標に向けての「やり抜く力」「忍耐力」「情熱」「自律性・自発性」等、他者との「社交性」「敬意」 

「思いやり」等、気持ちの「コントロール」「自尊心」「楽観性」「自信」等、学力テストや偏差値のように点

数化できない「非認知能力」が注目されています。 

 この能力は簡単に言うと、目標に対し自ら取り組み、困難があっても工夫や試行錯誤を繰り返し、他者と

協力して、成功しても失敗しても結果を受け入れ、また次の目標や物事に挑戦する力のことです。 

 そのために私たち大人も、 

・ 子供たちが安心して活動できる環境を準備すること 

・ 主体的に取り組む姿勢や困難が生じたときにすぐに手や口を出さず待つこと 

・ 経過を認め、ほめること 

・ 結果に（成功しても失敗しても）共感すること 

・ 次への期待や挑戦を示すこと 

を身に付け、日々心がけましょう。 

 夏休み明け「これを頑張った」と胸を張り、笑顔で登校する１５６名の元気な顔を見てみたいです。 

裏面に続く 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業が始まりました！！       ６年 あいさつプロジェクト♪           学級会♪ 

５年 初めてのソーイング♪    縦割りそうじ♪       ３年 英語活動♪       ひ組 ねこバス乗車会♪ 

大人が手本となって… 
  この写真は、「職員玄関の下駄箱」の様子です。現在、市田小学校で

は、子供達に「靴のかかとを揃える」ということを指導しています。私た

ち職員も、【かかとを揃えて、靴をしまうこと】を意識して毎日過ごしてい

ます。「大人は子供の手本であり、子供は大人の鏡である。」子供は

大人の姿をみて育ちます。だからこそ、大人が手本を示す必要がありま

す。返事も挨拶も言葉遣いも「子供にして欲しいことはまずは大人がし

てみせること」が大事なことだといわれています。 

はきものをそろえると 心もそろう 心がそろうと はきものがそろう  

ぬぐときにそろえておくと はくときに心がみだれない  

だれかが みだしておいたら だまってそろえておいてあげよう  

そうすればきっと 世の中の人の心もそろうでしょう  

藤本 幸邦(長野県円福寺住職) 

PTA奉仕作業について（お願い） 

８月２９日（土）に、PTA奉仕作業を実施します。新

型コロナウイルス感染拡大防止対策として、本年度

は「保護者の皆様のみ」の作業となります。 

ご協力、よろしくお願いいたします。 

【時間】午前７時～午前９時 

【集合場所】朝礼台 

【持ち物】７月２８日付のお便り参照 

 新型コロナウイルス感染拡大防止のための臨時休

校により、通常授業の開始が6月22日でした。子供

たちが新しい生活様式に慣れることを最優先に考え

てのスタートとなりました。そのため、本年度は、前期

前半の「アシスト」（学習の評価）の配付は致しません。

６月、７月の学習の様子につきましては、前期後半と

併せて前期終了時（10/15）にお知らせ致します。 

前期前半の学習の評価について（お知らせ） 水難事故防止等について（お願い） 

夏季休業日を迎えるに当たり、家族で川遊びや海

水浴に出かけるなど、水と接する機会の計画もあろ

うかと思います。万全を期してお出かけください。 

つきましては、水泳や水遊びに出かけるときには、

必ず保護者や水泳の熟練者と同行するようご指導下

さい。 

また、行き先や帰宅の予定時刻、同行者を明らか

にする習慣付けを日頃より行ってください。局地的

な大雨や雷、竜巻等の自然災害も非常に危険です。

交通事故(特に自転車による事故)も要注意です。 

ご家庭内でも話題にしていただき、ルール等の確

認をお願いします。 

夏季休業中の緊急連絡先について 

★午後 5時以降の緊急時と８/13(木)・14(金)【閉庁日】 

 は、以下へご連絡ください。 

①080-7898-3735（学校携帯） 

②048-524-1111（熊谷市教育委員会） 


